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80
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切込砕石80mm級

1
0
0

7
3

測
量
中
心
線

中間桝＋鋳鉄蓋（T-25)

凍上抑制層

摺り付け舗装

歩道部勾配変更またはオーバーレイ

基礎材

既設アスファルト舗装等に摺り付ける

既設

500

ｔ＝　４ｃｍ

総厚

ｔ＝３０ｃｍ

ｔ＝４６ｃｍ

上部桝撤去

下層路盤工 40mm級粗粒材

既設アスファルト舗装等に摺り付ける

歩道部勾配変更またはオーバーレイ

摺り付け舗装

住 宅

横断水抜き工　断面図

t=30cm

再生細粒度アスコン

t=10cm

t= 3cm

t=17cm凍上抑制層

下 層 路 盤 40mm級粗粒材

火　山　灰

表 層

総厚

300

650

リブ付管 φ200

車道路盤

A=0.113m2

10
0
10

0

14

228

2
0
0

切込砕石80mm級

φ200

S=1:20

基礎材

リブ付管

集水桝Ⅰ型A

マンホール600タイプ

マーキング

マーキング

施工基面高

凍上抑制層埋戻し

※地中化箇所は既設雨水桝の上部桝撤去後にスラブで覆う

土 工 定 規 図
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雨水マンホール

上 H=39.77
底 H=38.38

φ450管底

H=38.81

φ450管底

H=38.81

φ450管底

H=38.81

集水桝 780×1020

上 H=39.63
底 H=38.36

φ300管底

H=38.58

φ300管底

H=38.58

φ450管底

H=38.65

集水桝 780×1020

上 H=39.57
底 H=38.30

φ300管底

H=38.53

φ300管底

H=38.49

φ300管底

H=38.41

φ300管底

H=38.40

集水桝 780×1020

上 H=39.44
底 H=38.19

集水桝 780×1020

上 H=39.29
底 H=38.10

φ300管底

H=38.32

φ300管底

H=38.32

集水桝 780×1020

上 H=39.21
底 H=37.99

φ300管底

H=38.22

φ300管底

H=38.22

集水桝 780×1020

上 H=39.12
底 H=37.90

φ300管底

H=38.11

φ300管底

H=38.11

集水桝 780×1020

上 H=39.02
底 H=37.79

φ300管底

H=38.01

φ300管底

H=38.01

集水桝 780×1020

上 H=38.91
底 H=37.69

φ300管底

H=37.89

φ300管底

H=37.89

集水桝 780×1020

上 H=38.80
底 H=37.58

φ300管底

H=37.79

φ300管底

H=37.79

集水桝 780×1020

上 H=38.69
底 H=37.48

φ300管底

H=37.69
φ300管底

H=37.67

φ300管底

H=37.55

Ⅰ型Ａ桝

上 H=38.65
底 H=37.07

φ300管底

H=37.29

φ300管底

H=37.27

Ⅰ型Ａ桝

上 H=38.75
底 H=37.10

φ300管底

H=37.32

φ300管底

H=37.32

H=39.68

H=39.31H=38.84

H=38.58

公共桝

H=39.64

公共桝

H=39.53

公共桝

H=39.46

公共桝

H=39.74

公共桝

H=39.61

公共桝

H=39.55

公共桝

H=39.44

公共桝

H=39.38

公共桝

H=39.36

公共桝

H=39.31

公共桝

H=39.21

公共桝

H=39.40

公共桝

H=39.12

公共桝

H=39.04

公共桝

H=38.94

公共桝

H=38.91

公共桝

H=38.86

公共桝

H=38.93

公共桝

H=38.77

公共桝

H=38.69

公共桝

H=39.16

公共桝

H=39.24

下 下
(不明) (不明)

下
(不明)

φ
45

0

令和5年度調査終点

BP=  0.000
調査延長 L=189.94m

EP=189.942

X= -570.218

Y= 2944.373

X= -455.577

令和5年度調査起点

Y= 3095.817

下部桝　上部桝
SP=46.94(L)

下部桝　上部桝
SP=6.09(L・R)

グレーチング蓋

下部桝　上部桝

グレーチング蓋

雨水桝Ⅱ型A 雨水桝Ⅱ型A

グレーチング蓋

下部桝　上部桝

グレーチング蓋

雨水桝Ⅱ型A雨水桝Ⅱ型A

下部桝　上部桝

グレーチング蓋

雨水桝Ⅱ型A

下部桝　上部桝

グレーチング蓋

雨水桝Ⅱ型A 雨水桝Ⅱ型A

下部桝　上部桝

グレーチング蓋

雨水桝Ⅱ型A

下部桝　上部桝

グレーチング蓋

雨水桝Ⅱ型A

SP=26.44(L・R)

中間桝　H=300下部桝　上部桝

SP=166.44(L・R)SP=86.44(L・R)
SP=46.44(R)

SP=126.44(L・R)SP=106.44(L・R) SP=146.44(L・R)

中間桝　H=300
中間桝　H=300

中間桝　H=300

SP=66.44(L・R)

中間桝　H=300 中間桝　H=300 中間桝　H=300中間桝　H=300中間桝　H=300

グレーチング蓋

SP=166.44SP=146.44

既設雨水桝 780×1020 既設雨水桝 780×1020 既設雨水桝 780×1020

集水桝Ⅰ型A中間桝　H=300

SP=126.44SP=6.47

マンホール化

円形鋳鉄蓋

SP=66.44

スラブ版　Ⅰ型A桝用

既設雨水桝 780×1020 既設雨水桝 780×1020 既設雨水桝 780×1020

SP=46.44SP=26.44

既設雨水桝 780×1020 既設雨水桝 780×1020

マンホール化

円形鋳鉄蓋

既設雨水桝 780×1020

地中化 マンホール化

円形鋳鉄蓋

スラブ版　Ⅰ型A桝用
地中化

スラブ版　Ⅰ型A桝用
地中化

スラブ版　Ⅰ型A桝用
地中化

スラブ版　Ⅰ型A桝用
地中化

スラブ版　Ⅰ型A桝用
地中化

SP=86.44 SP=106.44

集水桝Ⅰ型A中間桝　H=400 集水桝Ⅰ型A中間桝　H=400

設計中心線

既設雨水桝 780×1020

集水桝Ⅰ型A中間桝　H=300
マンホール化

工 事 名

図 面 名

測量年月

測量者名

年　　度

縮　　尺 図面番号

令和　５　年度

路 線 名

測量中心線

網　走　市　役　所

つくしヶ丘２丁目２号線

バ ー ム 測 量 設 計 株 式 会 社

月年 ３６

つくしヶ丘2丁目2号線詳細設計委託

令和

図　示

SP=186.40

H=37.79

1/1

円形鋳鉄蓋

H=38.14

H=38.02

H=37.92

H=37.82

H=38.45

H=38.66

H=38.53

H=38.53

H=38.66

リブ付管呑口管底高(m)

H=39.46

H=38.85

H=38.70
NO,12

13

-2.00

H=38.29

H=38.85

SP=86.44

SP=66.44

H=38.32

-2.00

H=39.62

-2.00

FH=39.48

-2.00

FH=38.91

15

嵩上げ

21

L=3.00

SP=46.94

H=38.45

L=3.00

離れ(m)

L

嵩上げ(水道メータあり）

L/R

H=39.53

番号

SP=6.09

H=39.12

L=3.00

L=3.00

L=3.00

4

R

R

2

嵩上げ

H=38.91

嵩上げ

3

1

SP=173.35

SP=6.09

L

5

6

R

H=38.69

嵩上げ

H=39.50

7

8

SP=33.26

R

9

L

SP=66.44

L=3.00

H=39.42

H=39.64

L

R

L=3.00

L=3.00

FH=39.19

嵩上げ

10

19

L

H=39.62

20

SP=73.37

SP=103.92

切下げ

SP=125.21

SP=149.65

H=39.33

R

嵩上げ

嵩上げ

嵩上げ

FH=39.39

FH=39.06

嵩上げ

嵩上げ

H=38.60

SP=86.44

L

FH=39.68

H=39.13

-2.00

H=39.42

FH=38.68

SP=26.44

SP=26.44

R

R

R

FH=39.48

嵩上げ

SP=46.44 -2.00

嵩上げ

12

H=38.93

11

L=3.00

H=39.23

14

H=39.16

H=39.24

H=39.38

H=38.62

-2.00

H=39.55

H=39.61

H=39.74

H=38.96

-2.00

H=39.04

H=39.16

H=39.21

R

H=39.29

H=39.42

※計画天端高は車道端部（舗装表面）の高さを表すものであり、グレーチング蓋設置高さや勾配は集水性や車両等の走行性等を勘案して決定すること

-2.00

H=39.46

H=39.56

SP=146.44

H=39.63

-2.00

-2.00

L=3.00

現況天端高(m)

H=38.80

H=39.21

H=38.99

H=39.52

L=3.00

R

横断勾配(％)

NO,1 NO,2 NO,3 NO,4 NO,5 NO,6 NO,7 NO,8 NO,9 NO,10 NO,11 NO,13

H=38.86

H=39.58

測　点

H=38.92

SP=7.19 R

中心線計画高(m)

H=38.96

H=38.77 嵩上げ

嵩上げ

18

17

16

H=39.23

H=38.24

SP=126.44

R

R L=3.00

L=3.00

H=39.13

FH=38.68

L

-2.00

-2.00

-2.00

H=39.52

-2.00

-2.00

FH=39.05

FH=39.58

FH=39.58SP=146.44

FH=39.19

H=38.21

L

L

L

SP=106.44

SP=106.44

13

16

17

18

SP=166.44

計画天端高(m) 備　　考

FH=39.05

SP=166.44

H=38.63

H=38.24

FH=38.91

計画天端高(m)

H=38.62

L=3.00

-2.00

H=38.50

H=38.14

H=37.99

H=38.47

SP=126.44

-2.00

H=39.00

R

FH=39.68L=3.00

H=38.42

H=37.82

FH=39.29

H=37.86

15

H=38.02

SP=11.90

SP=29.57

SP=34.65

SP=46.25

SP=62.13

SP=73.06

SP=89.78

SP=115.35

SP=123.30

SP=132.70

SP=145.05

SP=159.49

L

L=3.00

H=39.64

H=38.94

H=39.04

L

H=39.47

新設雨水桝Ⅱ型A計画高一覧表

L=3.00

H=37.89

L

L

H=39.36

H=39.70

嵩上げ

測　点

FH=39.39

FH=39.39

H=39.31

+0.10

SP=6.47

H=39.02

SP=26.44 地中化

地中化

マンホール化

地中化

地中化

マンホール化

H=39.71

H=39.36

FH=39.44（嵩上げ）

-2.00FH=38.69

SP=46.44

SP=66.44

既設公共桝調整高一覧表

嵩上げ

SP=162.23

嵩上げ

嵩上げ

L/R番号

L

4

2

3

1 L

5

6

7

8

9

L

SP=86.44

L

R

10

L

L

L

SP=173.30

12

11

14

L

R

嵩上げ

離れ(m)L/R番号

既設雨水桝マンホール化等調整高一覧表

4

2

3

1

NO,14 NO,15 NO,16 NO,18NO,17

L=0.64

L

5

6

7

8

9

L

L

H=38.39

L

-0.01

H=38.80

L=0.72

NO,19

L

H=39.21

H=38.68

H=39.29

H=39.44

SP=106.44

10

L

L

H=39.57

L

H=39.63

NO,21

L=0.70 +0.13

FH=38.97（嵩上げ）

H=39.18

H=38.69

H=39.12

L=3.00

測　点

L

H=39.28

H=39.38

H=39.67

+0.17

H=38.91

L=0.68

L=0.70

L=0.71

H=39.44

L=0.69

L=0.69

FH=38.91

L=0.68

-2.00

Δｈ（ｍ）

SP=186.40

SP=166.44

SP=146.44

備　　考

-2.00

-2.00

+0.13

+0.18

横断勾配(％)中心線計画高(m)

NO,20

-2.00

-2.00

地中化

地中化-2.00

-2.00

+0.16

H=39.04

+0.10H=38.90

+0.05H=39.68

L=0.67

-2.70

FH=39.68

FH=39.58

FH=39.48

※計画天端高は桝中心の高さを表すものであり、設置高さや勾配は車両等の走行性等を勘案して決定すること

+0.16

H=39.57

マンホール化

計画天端高(m)現況天端高(m)

L

FH=39.29

FH=39.19

H=39.47

FH=39.70

SP=126.44

マンホール化

-2.00

S=1:500

H=37.96

FH=39.29

H=39.23

H=39.33

H=38.18

H=37.76

H=38.11

H=38.35

H=38.35

H=38.08

H=37.92

リブ付管吐口管底高(m)

起点巻込み部の現況摺り付け高さを考慮すること

起点巻込み部の現況摺り付け高さを考慮すること

備　　考

φ
300

排 水工等計画模式図

排 水 工 等 計 画 模 式 図

SP=5.00
令和7年度 工事起点

SP=189.90

令和７年度 工事終点



令和　５　年度

路 線 名

工 事 名

図 面 名

測量年月

測量者名

年　　度

縮　　尺 図面番号

網　走　市　役　所

S=1/100

横 断 図 ( 1 )

つくしヶ丘２丁目２号線

φ300
PLPφ80

φ250

住

境
界

境
界

φ300
PLPφ80

φ250

車庫

境
界

境
界

φ300
PLPφ80

φ250

住

住

住

境
界

φ300
PLPφ80

境
界

境
界

住
住

PLPφ80
φ300

φ250

境
界

境
界

住

車庫

PLPφ80
φ300

φ250

物置

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

φ250

住
住

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

φ250

住 住

境
界

境
界

PLPφ80

φ250

φ300

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

φ250

FH=

0

FH=

2.8

20

33.0

37.0

0.500

40

49.0

56.0

60

64.0

70.0

DL=35

GH=38.50

DL=35

GH=38.60

DL=35

GH=38.75

DL=35

GH=38.83

DL=35

GH=38.86

DL=35

GH=38.86

DL=35

GH=38.93

DL=35

GH=38.95

DL=35

GH=38.97

DL=35

GH=38.98

DL=35

GH=39.03

FH=39.12

7.5%

歩道部を現況へ摺り付く勾配とする歩道部を現況へ摺り付く勾配とする

摺り付け舗装

摺り付け舗装

摺り付け舗装

バ ー ム 測 量 設 計 株 式 会 社

(AS)

設
計
中
心
線

測
量
中
心
線

摺り付け舗装

AS

歩道部を現況へ摺り付く勾配とする

6.2%

FH=39.18

FH=39.21

MCA=2.25

FH=39.15

4.2%

摺り付け舗装

境
界

1/4

後藤美恵子

後藤美恵子

滝　勝美

鈴木つゆ子

山根伸也

安藤勝男

狩野美登里

アパート敷地

山根伸也
山根友美

後藤美恵子

山根伸也
山根友美

山根友美

鈴木つゆ子

安藤勝男

鳥井本勝雄

AS

AS

舗装止縁石あり

舗装止縁石あり

インターロッキング

AS

舗装止縁石あり

ASインターロッキング

インターロッキング
Co

ASAS

AS AS

鳥井本勝雄

カーポート内　平ブロック

尾形泰冶

AS

尾形泰冶

鳥井本勝雄
尾形泰冶

AS

歩道部を現況へ摺り付く勾配とする

歩道部を現況へ摺り付く勾配とする

舗装止縁石へ摺り付ける

舗装止縁石へ摺り付ける

舗装止縁石へ摺り付ける

FH=38.86

FH=38.96

FH=38.99

FH=39.01

FH=39.07

5.9%

4.0%

4.4%

歩道部を現況へ摺り付く勾配とする

歩道勾配で調整

歩道勾配で調整

歩道勾配で調整

月年 ３令和 ６

つくしヶ丘2丁目2号線詳細設計委託

MBA=0.00

BA=0.0

MCA=2.10

BA=0.0

BA=0.0

BA=0.0SP=5.00

CA=2.5

CA=2.5

BA=0.0

MCA=2.00

BA=0.0

CA=2.0

BA=0.0

MCA=2.45

BA=0.0

MCA=2.30

MBA=0.00

MBA=0.00

BA=0.0

MCA=2.15

MBA=0.00

BA=0.0

MCA=2.20

CA=2.4

MCA=2.05

MBA=0.00

MCA=2.50

MBA=0.00

設計起点

MBA=0.00

MBA=0.00

MBA=0.00

CA=2.2

CA=2.1

CA=2.3

CA=2.2

CA=2.0

CA=2.1

1141

1264

L=10.29m

L=10.29m

584

787

2350

L=6.19m

L=4.60m

L=6.39m



令和　５　年度

路 線 名

工 事 名

図 面 名

測量年月

測量者名

年　　度

縮　　尺 図面番号

網　走　市　役　所

S=1/100

横 断 図 ( 2 )

つくしヶ丘２丁目２号線
住

住

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

境
界

境
界

住
住

PLPφ80
φ300

φ250

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

φ250

住

住

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

φ250

車庫

住

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

φ250
境

界

境
界

PLPφ80

φ250

住

車庫

境
界

境
界

住

車庫

PLPφ80
φ300

φ250

境
界

境
界

住

PLPφ80
φ300

φ250

境
界 境

界

加藤静一

住

PLPφ80
φ300

φ250

境
界

境
界

住
住

PLPφ80
φ300

φ250

車庫 物置

境
界

境
界

PLPφ80

φ250

φ300

77.0

DL=35

GH=39.08

80

87.7

93.5

100

106.8

120

128.5

設
計
中
心
線

140

測
量
中
心
線

147.0

DL=35

GH=39.06

DL=35

GH=39.10

DL=35

GH=39.14

DL=35

GH=39.18

DL=35

GH=39.22

DL=35

GH=39.27

DL=35

GH=39.31

DL=35

GH=39.38

DL=35

GH=39.44

DL=35

GH=39.51

160

AS

現況舗装へ摺り付け

オーバーレイ

オーバーレイ

バ ー ム 測 量 設 計 株 式 会 社

AS

FH=39.26

FH=39.32

令和

摺り付け盛土

摺り付け舗装

0.500

FH=39.64

FH=39.58

FH=39.55

FH=39.49

FH=39.45

FH=39.39

FH=39.35

FH=39.29

FH=39.24

年 月

MBA=0.00

摺り付け舗装

摺り付け舗装

６

2/4

0.500

測
量
中
心
線

設
計
中
心
線

※嵩上げ可能か？

物置

本田慎二

駒田育男

小野　朗

堀口美貴子

AS
AS

駒田育男

小野　朗

AS AS

網走市網走市

須磨裕次

堀口美貴子

須磨裕次

AS

AS

山﨑辰五郎

松本愛美

CoAS

Co
AS

松本愛美

松本愛美

本田慎二

AS

AS

Co

本田慎二

越後　伸

AS
ブロック塀

村田竜馬

AS
小西正敏

※車庫床が低い

添田　伸

7.1%

摺り付け舗装

摺り付け舗装

1.0%

※ブロック塀が道路敷地内にある

歩道勾配で調整オーバーレイ

摺り付け舗装

オーバーレイ 摺り付け舗装

オーバーレイ

L=2.71m

摺り付け盛土

オーバーレイ

摺り付け盛土

摺り付け舗装

３

オーバーレイ

摺り付け舗装

オーバーレイ

オーバーレイ

オーバーレイ

つくしヶ丘2丁目2号線詳細設計委託

摺り付け舗装

MBA=0.00

BA=0.0

MBA=0.00

BA=0.0

MBA=0.00

MCA=2.05

BA=0.0

MBA=0.00

MCA=2.00

BA=0.0

MBA=0.00

MCA=2.00

MBA=0.00

摺り付け舗装

オーバーレイ

BA=0.0

BA=0.0

MCA=2.05

BA=0.0

MBA=0.00

MCA=2.05

BA=0.0

MBA=0.00

MCA=2.00

BA=0.0

MBA=0.00

MCA=2.00

BA=0.0

MBA=0.00

MCA=2.05

BA=0.0

CA=2.3

MCA=2.15

MCA=2.25

CA=2.1

MCA=2.10

CA=2.2

CA=2.1

CA=2.0

CA=2.0

CA=2.0

CA=2.1

CA=2.0

CA=2.0

CA=2.0

1656

314

残土処理
残土処理

L=11.25m

640

1991

1791

1364

残土処理

L=11.25m

L=5.81m

731 100

3131

406

400

L=2.50m

※階段の起終点側は残土処理を行う

L=14.09m

L=26.42m

摺り付け舗装

オーバーレイ
L=26.42m

L=26.42m

L=5.84m

L=10.45m



令和　５　年度

路 線 名

工 事 名

図 面 名

測量年月

測量者名

年　　度

縮　　尺 図面番号

網　走　市　役　所

S=1/100

横 断 図 ( 3 )

つくしヶ丘２丁目２号線

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

φ250

住

住

境
界

境
界

PLPφ80

φ300

φ250

住

住

境
界

境
界

PLPφ80

境
界

境
界

PLPφ80
φ300

φ250

住

φ300

φ250

168.0

179.0

DL=35

GH=39.55

DL=35

GH=39.59

180

184.0

186.4

FH=39.70

189.9

現況摺付け

DL=35

GH=39.60

DL=35

GH=39.61

DL=35

GH=39.64

DL=35

GH=39.61

設
計
中
心
線

測
量
中
心
線

0.500

FH=39.74

FH=39.76

バ ー ム 測 量 設 計 株 式 会 社

歩道部を現況へ摺り付く勾配とする

FH=39.68

FH=39.74

月年

3/4

AS
小西正敏

AS
添田　伸

後藤ひとみ

川畑　博

後藤ひとみ

川畑　博

AS

※レンガ門と平ブロックが道路敷地内にある

後藤ひとみ

AS

※レンガ門と平ブロックが道路敷地内にある

川畑　博

CA=2.4

３

7.2%

歩道部を現況へ摺り付く勾配とする

8.4%

令和 ６

つくしヶ丘2丁目2号線詳細設計委託

FH=39.61

FH=39.70

EL=39.57

FH=39.70

摺付計画高

8492

EL=39.61

1.5%

摺付計画高

EL=39.65

2.7%

現況摺付け

3360 3360

現況摺付け

EL=39.48

8212

MBA=0.00

BA=0.0

MBA=0.00

BA=0.0

MCA=4.05

MBA=0.00

BA=0.0

MBA=0.00

BA=0.0

CA=2.3

設計終点

MBA=0.00

BA=0.0

MBA=0.00

BA=0.0

MCA=2.70

CA=2.4

MCA=2.35

MCA=2.35

CA=5.0

MCA=2.40

CA=2.4

MCA=2.40

CA=3.1



令和　５　年度

路 線 名

工 事 名

図 面 名

測量年月

測量者名

年　　度

縮　　尺 図面番号

網　走　市　役　所

S=1/100

横 断 図 ( 4 )

つくしヶ丘２丁目２号線
住

φ300
PLPφ80

境
界

住

φ300
PLPφ80

境
界

車庫

境
界

φ250

車庫

境
界

PLPφ80
φ300

境
界

車庫

φ250

住

境
界

PLPφ80
φ300

住

境
界

PLPφ80
φ300

境
界

車庫

φ300
PLPφ80

車庫

境
界

PLPφ80
φ300

車庫

境
界

φ250

DL=35

GH=38.71

12.6

DL=35

GH=38.77

24.5

DL=35

GH=39.09

84.5

DL=35

GH=39.19

101.5

DL=35

GH=39.25

115.2

DL=35

GH=39.27

122.5

DL=35

GH=39.34

135.0

DL=35

GH=39.40

142.0

DL=35

GH=39.47

156.0

DL=35

GH=39.56

174.3

月

4/4

FH=39.71

FH=39.62

FH=39.56

FH=39.52

FH=39.46

FH=39.43

FH=39.36

FH=39.28

山﨑辰五郎

2.0%

2.0%

年

2.0%

6.3%

摺り付け舗装

Co

堀口美貴子

2.0%

現況AS摺り付け

9.1%

0.5%

歩道勾配で調整

歩道勾配で調整

オーバーレイ

現況AS摺り付け

AS
越後　伸

オーバーレイ

2.0%

歩道勾配で調整

歩道勾配で調整

10.2%

オーバーレイ

AS

越後　伸

現況AS摺り付け

※ブロック塀と階段が道路敷地内にある

8.3%

後藤ひとみ

加藤静一

AS

設
計
中
心
線

測
量
中
心
線

0.500

0.500

測
量
中
心
線

設
計
中
心
線

FH=38.81

FH=38.90

駒田育男
AS

現況摺り付け

摺り付け舗装

松本愛美

AS

アパート

狩野美登里

バ ー ム 測 量 設 計 株 式 会 社

狩野美登里

AS

AS

令和 ３

歩道勾配で調整

現況Co上へAS摺り付け

摺り付け舗装

６

つくしヶ丘2丁目2号線詳細設計委託

442
L=10.07m

138

1253

300

L=3.04m

L=26.42m

L=3.96m



車道部

集水桝Ⅰ型A

網 走 市 つ く し ヶ 丘 １ 丁 目

令和5年度 設計起点

中間桝＋鋳鉄蓋（T-25)

88-254

BP=  0.000

令和5年度調査起点

集水桝Ⅰ型A

市

道

つ

く

し

ヶ

丘

本

通

線

116

88-486

88-384
88-541 88-385

88-371 88-372

T1

1130-1

DL=35

令和5年度 設計起点

DL=35

中間桝＋鋳鉄蓋（T-25)

境
界

歩道部

車道部

境
界

網 走 市 つ く し ヶ 丘 ２ 丁 目

歩道部 車道部（縁石新設部）

モルタル

基礎コンクリート

H=39.684

塀上角

仮BMNO.1

表 層

40mm級粗粒材

車道用縁石Ⅰ型（新設）詳細図

凍上抑制層施工部

40mm級粗粒材

火　山　灰

表 層

総厚

再生密粒度アスコン

1000

（R側端部のみ　W=1.00m)

FH=38.86

AS

アパート敷地

再生密粒度アスコン

S=1:100

リブ付管 φ150

車道部

総厚 t=30cm

再生密粒度アスコン

1
0
0

縦断勾配 起点摺付区間 L=6.13m

S
P
=1

1
.
13

設計者名

縦　断　図

火　山　灰

令和　５　年度

路 線 名

工 事 名

図 面 名

年　　度

縮　　尺 図面番号

網　走　市　役　所

起点摺付工設計図

つくしヶ丘２丁目２号線

令和 年 月

バ ー ム 測 量 設 計 株 式 会 社

３６

つくしヶ丘2丁目2号線詳細設計委託

用
地

界

狩野美登里

設計年月

平　面　図
S=1:100

BP=0.00（測量起点）

滝　勝美

歩道部

リブ付管 φ200

S
P
=
11

.
13

測
量
中
心
線

設
計
中
心
線

S=1:10

グレーチング蓋

下部桝　上部桝

グレーチング蓋

1/1

SP=5.00

i=2.447%

用
地

界

横断水抜き工

網走市 横断水抜き工

歩道部

i=0.719%

起 点 摺 付 工 設 計 図

用
地

界

用
地

界

5
0
0

設計中心線

測量中心線
SP=20SP=12.60SP=11.13 EP方向

FH=38.67

図　示

用
地

界

用
地

界

用
地

界

網走市

網走市

狩野美登里
狩野美登里 狩野美登里

清水智枝子 滝　勝美

雨水M

仕

おすい

仕

汚水M

下

おすい おすい

おすい

アパート

止

住

散水栓

アンテナ
水メ

おすい

止

下

釧路幹80右1

住

P
LP
φ
20
0

φ300

φ
300

アンテナ

As

下

φ
3
0
0

φ
3
0
0

φ
3
00

舗装切断線

GH=38.75

0.500

雨水桝Ⅱ型A

下部桝　上部桝
SP=6.09(R)

現況摺付け

雨水桝Ⅱ型A

SP=6.09(L)

EL=38.65

ｔ＝３０ｃｍ40mm級粗粒材

ｔ＝　４ｃｍ

下層路盤工

表 層

t=８０cm総厚

凍上抑制層 ｔ＝４６ｃｍ
（R側端部のみ　W=1.00m)

2.23%

用地界

用地界

347
5

SP=5.00

SP=5.00

起点摺付区間 L=6.13m

縦断勾配

車道縁石Ⅰ型（新設）

R
=
6
0
0
0

S
P
=5

.
81

 
L
=3

.
00

m

縦断勾配変化点

既設縁石へ接続

FH=38.80

S
P
=
2.

5
6 

L
=
4.

0
9m

現況摺付け

現況摺付け

FH=38.61

EL=38.65

20

φ250

PLPφ80
φ300

住

S=1:100

下 層 路 盤

凍上抑制層

t=30cm

t=17cm

t= 3cm

t=10cm

再生細粒度アスコン

火　山　灰

ｔ＝３０ｃｍ40mm級粗粒材

ｔ＝　４ｃｍ

下層路盤工

表 層

t=８０cm総厚

凍上抑制層 ｔ＝４６ｃｍ

900 3000 3000 900

横　断　図

1
0
0
0

500 150

火　山　灰

40mm級粗粒材下 層 路 盤

凍上抑制層 t=17cm

t= 3cm ｔ＝　４ｃｍ

5
0
2
0

表 層

260

t=10cm

下層路盤工 ｔ＝１１ｃｍ

25 260 25

1
1
0

4
0

310

車道用縁石Ⅰ型（特殊2本すり付け）

1
0
0

再生細粒度アスコン

8
0
2
0

9
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

9
0
0

特殊変形縁石（ｂ）　横断歩道用



BP方向

横　断　図
S=1:100

用地界

車道部

S
P
=
1
8
4
.
0
0

用
地

界

用
地

界

令和5年度調査終点

EP=189.942

令和5年度 設計終点

FH=39.76

S=1:100

FH=39.70

用
地

界

FH=39.70

FH=39.61
GH=39.61

GH=39.64

189.9

設計者名

縦　断　図

令和　５　年度

路 線 名

工 事 名

図 面 名

年　　度

縮　　尺 図面番号

網　走　市　役　所

つくしヶ丘２丁目２号線

令和 年 月

バ ー ム 測 量 設 計 株 式 会 社

３６

つくしヶ丘2丁目2号線詳細設計委託

終 点 摺 付 工 設 計 図

設計年月

平　面　図
S=1:100

186.4

車道用縁石Ⅰ型（特殊2本すり付け）

310

8
0
2
0

1
0
0

260

1
0
0

25 260 25

車道部

車道用縁石Ⅰ型（特殊2本すり付け）

25 260 25

S=1:10

5
0
2
0

1
0
0

8
0
2
0

310

60 200

5
0

2
0
0

1/1

用
地

界

用
地

界

用
地

界

用地界

用
地

界

用地界

車道部

歩道部

S
P
=
1
8
4
.
0
0

FH=39.70

i=0.483%

FH=39.70

FH=39.70

FH=39.76

車道用縁石Ⅰ型（再設置）詳細図

車道縁石Ⅰ型（再設置）

車道縁石Ⅰ型（再設置）

図　示

A

B

A-A

既設排水管　φ450

（摺付高模式図）

DL=35

施工基面高

SP=180

犬

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

As

φ300

φ
450

φ300

モルタル

基礎コンクリート

1000

A

2
6
06
4
0

市
道

つ
く

し
ヶ

丘
西

2
号

線

B

市
道

駒
場

南
8
丁

目
1
0
号

線

640

260

500

（R側端部のみ　W=1.00m)

（R側端部のみ　W=1.00m)

L=5.90m

B-B

車道端部計画高

L側縁石前面

E
P
=
1
8
9
.
9
0

ｔ＝４６ｃｍ凍上抑制層

総厚 t=８０cm

表 層

下層路盤工

ｔ＝　４ｃｍ

40mm級粗粒材 ｔ＝３０ｃｍ

火　山　灰

t=30cm総厚

再生密粒度アスコン

8212

EL=39.48

現況摺付け

33603360

現況摺付け

2.7%

EL=39.65

摺付計画高

1.5%

EL=39.61

DL=35

SP=189.90

EL=39.48

現況摺付け
車道端部計画高

R側縁石前面

縦断勾配終点摺付区間

8492

横
断

勾
配

摺付計画高

EL=39.57

ｔ＝４６ｃｍ

DL=35

現況摺付け

歩道部

φ450

雨水M

P
L
P
φ
8
0

P
LP
φ
10
0

PLPφ100

設計中心線

網走市
88-473

後藤ひとみ
88-383
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特殊変形縁石（ｂ）　横断歩道用

モルタル
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縦断勾配変化点

摺付計画高

中間桝＋鋳鉄蓋（T-25)
集水桝Ⅰ型A

舗装切断線

EL=39.61

現況摺付け

840型　t=150
桝用スラブ 集水桝Ⅰ型A

中間桝＋鋳鉄蓋（T-25)

終点摺付工設計図
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